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１. はじめに 
 2020 年の新型コロナウイルス感染拡大により，各教育
現場ではオンライン教育を余儀なくされた．他方，芸術分
野ではオンラインでの実施が困難と考えられる実技指導
において，対面を重視する機関や，オンライン指導を導入
する機関など適切な学習環境か安全確保かが定まってお
らず混迷しているのが現状であった． 
本研究では芸術教育の中から初学者向けのピアノ演奏

指導において，谷田貝ら(1)の新しいシステムを活用した，
下記に記す各環境の学習効果の差異を明らかにすること
を目的とする． 
本研究の実験では，対照群として対面指導環境（以下「対

面」と称す）を設定し，実験群として現行の遠隔会議シス
テムと同様の指導環境（以下「2D 視線不一致」と称す），
裸眼 3D 視線一致型テレビ会議システムによる指導環境
（以下「裸眼 3D 視線一致」と称す）の２環境を設定した.  

 
２. 実験について 
本研究では市販されている教本(２)を用いて表１のよう

な流れでピアノの実技指導を行った また、表 1 の 1~
３Step ごとに被験者にピアノ演奏学習に関する主観評
価（46 項目 5 段階尺度評定）と，実技指導における実技
評価（11 項目，各 5 点配点）を行った。なお，被験者は
大学 2～4 年生の女子 24 名である． 

３．結果・考察 
 3 つの学習環境におけるピアノ演奏の実技評価に差異
があるのかを比較するために，各環境の得点平均に対し分
散分析を行ったが，有意な差は見られず，各環境における
学習効果の差異を明らかにすることはできなかった． 
「主観評価アンケート」（35 項目、5 段階評定尺度）に

対して因子分析（最尤法，プロマックス回転）を行った結
果，「学習満足度」「違和感・疲労度」「立体視好感度」「視
線一致度」「技能理解度」「学習活力度」の 6 因子を得た． 
「ピアノ実技評価」を規定する「主観評価アンケート」

の６つの潜在因子を探るため，因子寄与率が最大である

「ピアノ実技評価」を従属変数とし，6 因子を独立変数と
に定め，重回帰分析（変数減少法）を行った．得られた結
果を表２に示す． 
表２より，対面環境では「立体視好感度」（β＝1.012）

と「視線一致度」（β＝－0.899）が「ピアノ実技評価」を
左右する重要な因子であり，これは 3D 視線一致環境も
同様で「立体視好感度」（β＝0.719）と「視線一致度」（β
＝－0.859）という規定因であった．一方、２D 視線不一
致環境のみ特異であり，規定力があったのは「技能理解度」
（β＝0.534）と「学習活力度」（β＝－0.449）であった． 
以上より，対面環境と 3D 視線一致環境は似た環境で，

どちらも手元などがよくわかる「立体視好感度」を向上さ
せる指導と，リラックスして演奏できるように指導者から
の「視線一致度」をおさえる配慮が必要であることが分か
った。他方，２D 視線不一致環境を使用する際は，先の 2
環境のような学習時の指導的配慮に加え，「技能理解度」
を向上させる指導上の工夫と，「学習活力度」を抑制する
という，学習指導と学習行動そのものを大きく改善しなけ
ればならない，全く別な学習環境であることが分かった． 
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表１ 実験で行ったピアノ演奏学習の流れと実技評価 

 

 学習内容 指導内容 留意点及び実技評価 

Step１ 
 

導 入 

基本姿勢，動作

の指導を行う 

（演奏曲：「第九」

「上を向いて歩こ

う」「少年時代」） 

・ピアノを演奏する際の基本的な姿

勢，動作を指導する(脱力，手の形，

力の入れ方) 

・基本的な読譜のルールを指導する 

(音の長さ，指番号，拍子について) 

・ここで指導したことは指導が

終了するまで守られているか

確認評価する 

・Step１チェック１１項目（5

段階評定）に基づき評価を行う 

Step２ 
 

展 開 

右手の譜読み練

習 

（演奏曲：「第九」

「上を向いて歩こ

う」「少年時代」） 

・被験者に，音名を歌いながら弾い

てもらう（教授者も音名を被験者

とともに歌う） 

・弾く際は間違えないようにゆっく

り弾いてよいことを伝える 

・被験者が間違えなく弾けるよ

うにゆっくり指導する 

・Step２チェック１１項目（5

段階評定）に基づき評価を行う 

Step３ 

 

まとめ 

 

指導を踏まえ 1

人で通して弾く 

 ・正確に弾くために，ゆっくりで良

いことを伝える 

・被験者に弾いてもらいながら

評価を行う 

・Step３チェック１１項目（5

段階評定）に基づき評価を行う 

 

表２ 「ピアノ実技評価」を従属変数とした重回帰分析の結果 
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